
薬剤師のための臨床研究セミナー 
「臨床研究の倫理手続きを知ろう !!」 

 
 【東 京】 

開催日時 2010 年 11 月 19 日（金）  午前 10 時～午後 5時 
会  場 ＴＫＰ代々木ビジネスセンター 1 号館 2F ホール 12A 東京都渋谷区代々木 1-28-25  
     （JR「代々木駅」西口より徒歩約 1分，都営大江戸線「代々木駅」A1出口より徒歩約 30 秒） 
       

 【大阪】 
開催日時 2010 年 11 月 27 日（土）  午前 10 時～午後 5時 
会  場 ＴＫＰ大阪梅田ビジネスセンター ホール 3A  
          大阪府大阪市福島区福島 5-4-21 TKP ゲートタワービル  
     （JR「大阪駅」・阪急「梅田駅」・阪神「梅田駅」・地下鉄四つ橋線「西梅田駅」の地下街を通 
      り， 6-2 番出口出てすぐ。JR「福島駅」徒歩 2分，阪神線「福島駅」徒歩 5分， JR東西線 
      「新福島駅」徒歩 5分） 
       
対  象 臨床研究を行っている，あるいは行おうとする薬剤師 
参 加 費 日本病院薬剤師会会員 10,500 円（税込），非会員 15,750 円（税込） 
申込方法 本会ホームページ http://www.jshp.or.jp より，手順に従ってお申し込み下さい。 

申込締切 2010 年 10 月 29 日（金） 
      但し，定員になり次第締め切らせていただきます 
 

【企画の背景とお知らせ】← 必ずお読みください 

今年夏に開催された薬剤師関連学会においてポスター発表された，薬剤師が企画した臨床研究において，介入試験であ

っても倫理審査委員会の審査を得ていないもの，また，学会発表に当たって研究対象者（患者）の同意を得ていないもの

が少なくありませんでした．これは，倫理審査の必要性とその手続き方法を知らないことが原因と考えられます．医師や

看護師の学会では，臨床研究に関しては，倫理審査とインフォームドコンセントは当然のこととされています．薬剤師も，

適切な研究倫理への早急な対応が必要です． 

そこで，臨床試験対策委員会では，倫理審査の必要性と手続き方法，利益相反，インフォームドコンセント，事務局業

務など臨床研究を実施する上で必要なことを学ぶ企画を計画しました．本セミナーは，実際に行わなければならないこと

が何であるかが理解できるよう，具体事例を中心にプログラムを立てましたので多数ご参加下さいますようお願い申し上

げます． 

 

               プログラム（案） 

    

10:00-10:05  開催のあいさつ + 事務連絡 

 

10:05-10:50  臨床研究倫理指針と疫学研究倫理指針のポイント 

                       北里研究所病院   氏原 淳 

10:50-11:35  実際の研究事例から見る必要な倫理手順 part 1   

                       東京医療センター  近藤 直樹 

11:35-12:20  実際の研究事例から見る必要な倫理手順 part 2 

                       近畿大学病院    野村 守弘 

12:20-13:20    昼食 

 

13:25-14:05  倫理委員会審査申請に必要なポイント（1）試験実施計画書の作成 

                       山口大学病院    構木 泰信 

14:05-14:45    倫理委員会審査申請に必要なポイント（2）説明文書・同意書の作成 

                                              金沢大学病院    松嶋 由紀子      

 

14:45-15:00  休憩 

 

15:05-15:50  利益相反・研究対象者の健康被害に対する補償に対する考え方 

                                              宇部フロンティア大学  神谷 晃 

15:55-16:55    質疑応答 

                       臨床試験対策委員会   古川 裕之 

 

17:00          終了 

 

 

 

主催：日本病院薬剤師会 臨床試験対策委員会 

http://www.jshp.or.jp/

